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の悲観的な価値㌦（恥ヴノ）は以下のよう‘に定義する。  

㌦（qi，qj）＝min（max（1－7r＾（a），u（wi（qi，qj，a））））（7） d   

（リスク回避）  

企業1、2はある同質的な財をそれぞれ恥ヴュ産出し、  

財の価格は  

P＝d一的．叫2）（P＞0）  （1）  

とする。  

各企業申＝1，2）の利潤w‘は、次のようになる（簡単  

のため、各企業の生産費用を0とする）。  

w‘（d，恥留ノ）＝仇勘－ムヴ7－ム掴ノ，∫≠ノ  （2）  

8＞0とム＞0はともに需要パラメータであるが、以下  

ではムを定数、dを可能性変数として取扱う。αの可  

能性分布  

汀。：【dい牛】→【0，1】  （3）  

は連続関数で、あるd。∈【βいd．】が存在し、方▲（α。）＝1、  

汀▲（d∫）＝0、汀．（d．）＝0、【8′，㌔】で増加関数、【d。，α．】  

で減少関数とする。  

命凱企業阿，2）の利酒め可能の範囲柵孟】と  
なる。  

定義1・効用関数〟：【0，卜朋は連続単調増加  

企業が楽観的な価値と悲観的な価値に基づく、以下  

の行動を採るべきである。  

（Ⅰ）企業ノの産出量9ノを予想して、企業‖ま自分の  

楽観的な価値㌦（恥曾ノ）を最大化するように産出量  

吼を決める。すなわち、企業iの楽観的な反応関数は  

吼＝訂gmaXyゎ（恥曾ノ）＝gゎ（qノ）  
（8）  

（ⅠⅠ）企業ノの産出量曾ノを予想して、企業は自分  

の悲観的な価値㌦（恥qノ）を最大化するように産出  

量吼を決める。すなわち、企業fの悲観的な反応関数  

は  

（9）  

吼＝訂gでXγゎ（…ノ）＝g‘タ（qノ）  

定義4．方程式  関数で、以下の条件を満たす  

（1）〟（0）＝0  

（2）〟（国  
‡言：  

i言：  

＝gl。（q2）  

＝g加（吼）  

＝glク（ヴ2）  

＝g2ク（吼）   

（10）  

（11）  

の解（qこ，q∑）と（ヴrp，q；ク）はそれぞれ楽観的なナッ  

シュ均衡解と悲観的なナッシュ均衡解と呼ぶ。  

定義2．  

企業ノの産出量は曾ノであるとき、企業Jの産出量吼  

の楽観的な価値㌦（恥ヴノ）は以下のように定義する。  

㌦（恥qノ）＝maX（mi巾人（d），〟（w‘（恥曾ノ，8））））（6） ■   

（リスク好み）  

命題1．楽観的なナッシュ均衡解（9こ，ヴ；け）は以下の  

方程式の解となる。  

∂1。（ヴュ卜占曾2  
仇＝  

ヴ2＝  

2ム  

∂加（吼）－ム吼  
（12）   

定義3．  

企業ノの生産量はqノであるとき、企業fの産出量吼  
2ム  
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命題2・悲観的なナッシュ均衡解（q㍍，ヴ；タ）は以下の  

方程式の解となる。  

∂lク（ヴュトムヴ2  

2ム  

∂2ク（ヴl卜占ヴ．  
（13）  

2ム   

● ここで∂fク（ヴノ）はト方A（d）と〟（wJ（8月いウノ）の左側の  

交点の横座標となる。∂中（9ニうは企熱が悲観的な観  

点から最も考えるべき需要となり、悲観的フォーカ  

ス・ポイントと呼ぶ。  

定理1．楽観的な均衡解（9こ，q；。）と悲観的な均衡解  

（曾㍍，9；ク）は必ず唯一に存在する。  

定義5・二つの可能性分布汀▲・，汀▲（カは与えられて、  

任意のズに対し、汀。・（∫）≧万人（一∫）が成立つならば、可  

能性分布万人・は可能性分布汀▲より大きいと呼び、  

汀。・≧呼人（J）で表す。  

定理2・可能性分布汀1・、汀▲に基づき得られた楽観  

的な均衡解をそれぞれ（ヴこ，ヴ；ニ）、（qこ，ヴ；¢）とし、悲  

観的な均衡解をそれぞれ（㍍，q；ゝ）、（9㍍，q；タ）とする。  

方▲・≧汀▲ な ら、【ヴこ．q；ニ】≧【qこ，q；〃】、  

【㍍．，ヴ；㌧】≦【q㍍，q；タ】が成立つ。  

命題2．各企業の均衡利潤の可能性分布汀Ⅳ（w）は以  

下のようになる。  

w＋ム曾ニ2＋妬宣  

方Ⅳ（w）＝汀▲（  

吼  

ここで、・（曾「q；）は企業1、2の均衡産出量。  
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